
 

甲府市空き家改修助成金交付要綱 

                                 令和４年４月１日 

ま ち 第 ２ 号 

（目的） 

第１ この要綱は、甲府市立地適正化計画（２０２０年３月策定）に定める居住誘導区域内の

空き家の解消を図るとともに、子育て世帯や新婚世帯の定住促進など、複合的な施策展開を

図るため、空き家を取得したものに対し、改修工事に要する費用について、予算の範囲内で

甲府市空き家改修助成金（以下「助成金」という。）を交付することに関し、甲府市補助金

等交付規則（昭和３８年１１月規則第５０号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるも

のとする。  

 

 （定義） 

第２ この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

 (1) 空き家 空家等対策の推進に関する特別措置法第2条第1項に定める空家等であって、過 

去に居住の用に供されていたものの、５年以上居住がされていない一戸建て住宅または併 

用住宅をいう。 

 (2) 居住誘導区域 甲府市立地適正化計画第５章に定める区域（別紙エリア図のとおり） 

(3) まちなかエリア 本要綱に定める区域（別紙エリア図のとおり） 

(4) 改修工事 空き家の機能又は居住環境の向上のために行う修繕、補修、模様替え及び増

改築の工事をいう。 

 (5) 市内施工業者 市内に本社若しくは本店が存する法人又は市内に住所を有する個人で

あって、改修工事に係る見積書、契約書及び領収書を市内の所在地又は住所で作成するこ

とができるものをいう。 

 (6) 子育て世帯 第８第１項の規定に係る申請日（以下「申請日」という。）において、中

学生以下の子ども又は妊娠している者がいる世帯をいう。 

 (7) 新婚世帯 申請日において、婚姻を届出した後５年以内の世帯で、且つ夫婦のいずれも

が５０歳未満である世帯をいう。 

 

（助成対象者）  

第３ 助成金の交付を受けることができる者（法人を除く。以下「助成対象者」という。）は、

当該各号に定めるいずれの要件も満たすものとする。 

(1) 令和４年４月１日以降に、第４に定める助成金の交付の対象となる空き家（以下「助成

対象空き家」という。）を居住目的で売買契約等で取得した登記簿上の所有者。 

 (2) 申請日において、売買契約の締結日から１年を経過していない者 

(3) 世帯全員が本市の市税を滞納していないこと。 

 (4) 助成対象空き家の所在地に住民登録があり、又は実績報告までに住民登録を行う者 

(5) 助成金の交付日から５年以上助成対象空き家に定住する意思のある者 

 (6) 本制度による助成を受けたことがない者 



 

(7) 助成対象空き家の購入又は改修工事に対し、国、県及び市の制度による他の助成（耐震 

改修に係る助成を除く。）を受けたことがない者又は受ける予定のない者。 

(8) 助成対象空き家の所在する地域の自治会へ加入すること。ただし、自治会の形成されて 

いない地域については、この限りではない。 

 

（助成対象空き家） 

第４ 助成対象空き家は、次の各号のいずれの要件も満たすものとする。 

 (1) 居住誘導区域内に存する建築物であること。 

 (2) 売買契約日以前に空き家であった建築物。  

(3) 居住部分の面積が３０㎡以上であること。 

 (4) 本制度による助成を受けて改修をされたことがないこと。 

２ 前項第１項（２）について、市長は必要に応じて、関係者から必要書類の提出や聞き取り

等の調査を行うものとする。 

 

（助成対象経費） 

第５ 助成金の交付の対象となる経費（以下「助成対象経費」という。）は、助成対象空き家

の改修工事に要する経費とする。ただし、併用住宅にあっては、居住の用に供する部分に係

る改修工事費に限り助成対象経費として認めるものとする。 

２ 家具及び家庭用電気機械器具等の購入費、外構、車庫等の改修工事は、助成対象経費とし

ない。 

 

（助成対象工事） 

第６ 助成金の交付の対象となる工事（以下「助成対象工事」という。）は、市内施工業者が

行う改修工事で、その工事の金額が１０万円以上のものとする。 

２ 新築の工事及び法令等に違反した工事は、補助対象工事としない。 

３ 助成対象工事は、第９の規定により助成金の交付の決定を受けた後に着手しなければなら

ない。 

 

（助成金の額等） 

第７ 助成金の額は、助成対象経費に３分の１を乗じて得た額（その額に１千円未満の端数が

あるときは、これを切り捨てた額）とする。ただし、助成金の限度額は、３０万円を限度と

する。ただし、まちなかエリア内の空き家を購入した世帯、子育て世帯、新婚世帯のいずれ

かにあっては、限度額を５０万円とする。 

 

（交付申請） 

第８ 助成金の交付を受けようとする者は、改修工事着手前に空き家改修助成金交付申請書（第

１号様式）に、次の各号に掲げる助成対象者の区分に応じ、当該各号に定める書類を添えて、

市長に提出しなければならない。 



 

 

 (1) 助成対象空き家の所在地における世帯全員の住民票 

 (2) 世帯全員が市税に滞納が無いことが確認できる書類 

 (3) 誓約書（第２号様式） 

 (4)  空き家の所有者が明らかとなる書類（建物の登記に関する証明書） 

 (5) 売買契約書の写し 

 (6) 付近見取り図 

 (7) 居住部分の面積が確認できる書類 

 (8) 助成対象工事の見積書の写し（施工業者の印があるもの） 

 (9) 助成対象工事の予定箇所及び建物の全景の現況写真 

(10) 自治体に加入したことを当該自治会長が証する書類 

 (11) 子育て世帯の場合は、申請者と子との関係を証する書類（戸籍謄本等） 

(12) 新婚世帯の場合は、婚姻日および夫婦関係を証する書類（戸籍謄本等） 

 (13) その他市長が必要と認める書類 

２ 前項第１号(1)、(4)、(12)については、申請時に添付できない場合は、第１０の規定によ

る実績報告までに提出するものとする。 

 

（交付決定及びその変更） 

第９ 市長は、第８の申請があったときは、書類を審査し、助成金の交付の可否を決定し、空

き家改修助成金交付（不交付）決定通知書（第３号様式）により申請者に通知するものとす

る。 

２ 前項の規定により助成金の交付の決定を受けた者（以下「助成金交付決定者」という。）

は、決定を受けた事業を変更し、又は中止しようとするときは、空き家改修助成金交付変更

（中止）申請書（第４号様式）を市長に提出しなければならない。 

３ 前項の規定による変更申請があったときは、その内容を審査し申請者に空き家改修助成金

交付変更決定通知書（第５号様式）により通知するものとする。 

 

（助成金の実績報告） 

第１０ 助成金交付決定者は、助成対象工事が完了したときは、空き家改修助成金実績報告書

（第６号様式）に次の各号に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

(1) 改修工事に係る契約書又は注文請書及び内訳書の写し 

(2) 施工業者の請求書及び領収書の写し（施工業者の印があるもの） 

(3) 施工前の状況と対比可能な施工完了後の写真 

(4) 第８第２項に定める書類 

(5) その他市長が必要と認める書類（振込口座届出書等） 

 

２ 前項の実績報告書の提出は、助成対象工事の完了の日から起算して３０日を経過した日又は助

成金等の交付の決定の日の属する年度の３月末日のいずれか早い日までに行うものとする。 



 

３ 市長は、第１項の実績報告書を受理したときは、その内容を確認し、適当と認めたときは、

交付すべき助成金の額を確定し、空き家改修助成金額確定通知書（第７号様式）により助成

金交付決定者に通知するものとする。 

 

（助成金の支払い） 

第１１ 市長は、第１０第３項の規定により確定した助成金を、口座振込の方法より速やかに

助成金交付決定者に支払うものとする。 

 

（交付決定の取消し等） 

第１２ 市長は、助成金交付決定者が次の各号のいずれかに該当するときは、助成金の交付の

全部又は一部を取り消し、空き家改修助成金取消通知書（第８号様式）により通知する。 

(1) 偽りその他不正な行為により交付決定を受けたとき。  

(2) 当該助成金の交付決定があった年度の３月末日までに工事が完了しないとき。 

(3) その他法令又はこの要綱に違反したとき。 

２ 市長は、前項の規定により助成の決定を取り消した場合において、取消しに係る部分に関

し、既に助成金を支払っているときは、期限を定めてその全部又は一部を返還させるものと

する。 

 

（その他） 

第１３ この要綱に定めるもののほか、本事業に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

 

 

附 則 

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

２ この要綱は、令和４年４月１日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

３ この要綱は、令和６年３月３１日限り、その効力を失う。 



 

（別紙 エリア図）居住誘導区域・まちなかエリア 

 

 

 

 

 



 

居住誘導区域 町名一覧 

次の町の全域又は一部。列記している町であっても、町内の一部のみが居住誘導区域である場合が

ありますので、必ずエリア内か事前に空き家対策課へご確認ください。 

 

あ行 

相生１丁目、相生２丁目、相生３丁目、青沼１丁目、青沼２丁目、青沼３丁目、青葉町、朝気１丁目、朝気２丁目、朝気

３丁目、朝日１丁目、朝日２丁目、朝日３丁目、朝日４丁目、朝日５丁目、愛宕町、荒川１丁目、荒川２丁目、飯田１丁

目、飯田２丁目、飯田３丁目、飯田４丁目、飯田５丁目、池田１丁目、池田２丁目、池田３丁目、伊勢１丁目、伊勢２丁

目、伊勢３丁目、伊勢４丁目、後屋町、大里町３区、大里町４区、大里町５区、大里町８区、太田町、大津町、大手１丁

目、大手２丁目、大手３丁目、音羽町、 

か行 

金竹町、上石田１丁目、上石田２丁目、上石田３丁目、上石田４丁目、上小河原町、上条新居町、北口１丁目、北口２丁

目、北口３丁目、北新１丁目、北新２丁目、貢川１丁目、貢川２丁目、貢川本町、国玉町、国母１丁目、国母２丁目、国

母３丁目、国母４丁目、国母５丁目、国母６丁目、国母７丁目、国母８丁目、寿町、古府中町、小松町、 

さ行 

幸町、酒折１丁目、酒折２丁目、酒折３丁目、里吉１丁目、里吉２丁目、里吉３丁目、里吉４丁目、里吉町、塩部１丁目、

塩部２丁目、塩部３丁目、塩部４丁目、下飯田１丁目、下飯田２丁目、下飯田３丁目、下飯田４丁目、下石田 2 丁目、下

河原町、下小河原町、新田町、城東１丁目、城東２丁目、城東３丁目、城東４丁目、城東５丁目、砂田町、住吉１丁目、

住吉２丁目、住吉３丁目、住吉４丁目、住吉５丁目、善光寺１丁目、善光寺２丁目、善光寺３丁目、 

た行 

高畑１丁目、高畑２丁目、高畑３丁目、宝１丁目、宝２丁目、武田１丁目、武田２丁目、武田３丁目、武田４丁目、大和

町、中央１丁目、中央２丁目、中央３丁目、中央４丁目、中央５丁目、長松寺町、千塚１丁目、千塚２丁目、千塚３丁目、

千塚４丁目、千塚５丁目、天神町、東光寺１丁目、東光寺２丁目、東光寺３丁目、東光寺町、徳行１丁目、徳行２丁目、

徳行３丁目、徳行４丁目、徳行５丁目、富竹１丁目、富竹２丁目、富竹３丁目、富竹４丁目、 

な行 

中小河原 1丁目、中小河原町、中村町、西下条町、西田町、 

は行 

富士見１丁目、富士見２丁目、古上条町、堀之内町、 

ま行 

丸の内１丁目、丸の内２丁目、丸の内３丁目、美咲１丁目、美咲２丁目、緑が丘１丁目、緑が丘２丁目、南口町、宮原町、

宮前町、元紺屋町、 

や行 

屋形１丁目、屋形２丁目、屋形３丁目、山宮町、湯田１丁目、湯田２丁目、湯村１丁目、湯村２丁目、湯村３丁目、横根

町、蓬沢 1丁目、 

わ行 

若松町、和田町 



 

まちなかエリア拡大図 

 

まちなかエリア内 町名一覧 

 

全域 

相生１丁目、相生２丁目、朝日１丁目、朝日２丁目、朝日３丁目、朝日４丁目、朝日５丁目、飯田１丁目、飯田２丁目、

飯田３丁目、飯田４丁目、北口１丁目、北口２丁目、北口３丁目、寿町、塩部１丁目、塩部２丁目、塩部３丁目、宝１丁

目、宝２丁目、武田１丁目、武田２丁目、武田３丁目、中央１丁目、中央２丁目、中央３丁目、中央４丁目、丸の内１丁

目、丸の内２丁目、丸の内３丁目、宮前町、若松町 

 

一部 

相生３丁目、青沼３丁目、愛宕町、飯田５丁目、太田町、塩部４丁目、城東１丁目、武田４丁目、大和町、中央５丁目、

天神町、富士見１丁目、美咲１丁目、美咲２丁目、元紺屋町、湯村１丁目



 

第１号様式（第８関係） 

   年   月   日 

  

(あて先) 甲 府 市 長  

  

      

申請者 住  所 

〒   － 

 

氏  名 ㊞ 

電話番号 
 

 

空き家改修助成金交付申請書 

 甲府市空き家改修助成金の交付を受けたいので、甲府市空き家改修助成金交付要綱第８第１項の規

定により、次のとおり申請します。 

1 所 在 地  甲府市 

2 助成対象空き家購入日  令和   年   月   日    

3 改修工事内容 
 

 

4 助成対象経費                             円 

5 助成上限加算対象有無 

の確認 

□該当あり 

・助成対象空き家の立地 □まちなかエリア 

・申請者の世帯属性   □子育て世帯    □新婚世帯 
 

□該当なし 

6 助成金申請額                      円 

8 添付書類 

□世帯全員の住民票（助成対象空き家所在地） 

□世帯全員が市税に滞納がないことを確認できる書類 

□誓約書（第 2 号様式） 

□建物の登記簿（空き家の所有者が明らかとなる書類） 

□売買契約書の写し 

□付近見取り図 

□居住部分の面積が確認できる書類 

□見積書の写し（施工業者の印のあるもの） 

□現況写真（改修予定箇所及び建物全景） 

□戸籍謄抄本等（助成上限加算対象世帯に限る） 

□その他市長が必要と認める書類 



 

第２号様式（第８関係） 

 

   年   月   日 

  

(あて先) 甲 府 市 長  

  

      

申請者 住  所 

 

氏  名 ㊞ 

電話番号 
 

 

誓   約   書 

 

 空き家改修助成金の交付申請に当たり、次のことを誓約します。 

 

 

１ 空き家改修助成金の交付を受けた日から起算して、５年以上助成対象空き家に居住すること。 

 

２ 地域の自治会へ加入すること。（自治会が形成されている場合） 

 

 

 

 



 

第３号様式（第９関係） 

 

まち発第    号 

令和 年 月 日 

  

   様  

    

               甲府市長  

 

 

空き家改修助成金交付（不交付）決定通知書 

令和 年 月 日付けで交付申請のありました空き家改修助成金について、次のとおり決定し

ましたので、甲府市空き家改修助成金交付要綱第９第１項の規定により通知します。 

 

1   交 付 の 可 否 交 付  ・  不交付 

2  交 付 決 定 金 額                   円 

3   不 交 付 の 理 由  

4   交 付 条 件 

 

１ 交付決定を受けた改修工事内容を変更または中止する場合は、速

やかに指定の様式に関連書類を添えて、市長へ提出すること。 

２ 工事が完了した際は、完了した日から３０日以内又は交付決定が

あった年度の３月末日までに空き家改修助成金実績報告書に関連書

類を添えて、市長へ提出すること。 

３ 甲府市空き家改修助成金交付要綱を遵守すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第４号様式（第９関係） 

 

   年   月   日 

  

(あて先) 甲 府 市 長  

  

      

申請者 住  所 

〒   － 

 

氏  名 ㊞ 

電話番号 
 

 

空き家改修助成金交付変更（中止）申請書 

令和 年 月 日付けまち発第   号で交付決定のありました空き家改修助成金につ

いて、次のとおり変更（中止）したいので、甲府市空き家改修助成金交付要綱第９第２項の

規定により、次のとおり申請します。 

 

１ 変更･中止の理由 

□変 更 □中 止 
  

２ 変 更 の 内 容   

変

更

前

３ 助 成 対 象 経 費       円 

４ 助 成 金 の 額       円 

変

更

後

５ 助 成 対 象 経 費             円 

６ 助 成 金 の 額         円 

７ 添 付 書 類 

□変更内容がわかる改修工事見積書の写し（施工業者の印のある

もの） 

□変更の内容がわかる書類・現況写真（撮影日の入ったもの） 

□その他市長が必要と認める書類 

 



 

第５号様式（第９関係） 

 

まち発第   号 

    令和 年 月 日 

  

 様  

  

                       甲府市長 樋 口 雄 一 

  

 

空き家改修助成金交付変更決定通知書 

令和 年 月 日付けで申請のありました空き家改修助成金交付変更申請について、次の

とおり決定したので、甲府市空き家改修助成金交付要綱第９第３項の規定により通知します。 

 

１ 助 成 対 象 経 費  円 

２ 交 付 決 定 金 額  円 

３ 交  付  条  件 

 

１ 交付決定を受けた改修工事内容を変更または中止する場合は、速

やかに指定の様式に関連書類を添えて、市長へ提出すること。 

２ 工事が完了した際は、完了した日から３０日以内又は交付決定が

あった年度の３月末日までに空き家改修助成金実績報告書に関連

書類を添えて、市長へ提出すること。 

３ 甲府市空き家改修助成金交付要綱を遵守すること。 

 

 

 

 



 

第６号様式（第１０関係） 

  令和 年 月 日 

 

(あて先)甲 府 市 長   

 

                 

申請者 住  所 

〒   － 

 

氏  名 ㊞ 

電話番号 
 

 

空き家改修助成金実績報告書 

 

令和 年 月 日付けまち発第   号により交付決定通知を受けた空き家改修助成金

について、次のとおり改修工事が完了したので、甲府市空き家改修助成金交付要綱第１０第

１項の規定により報告します。 

    

 

１ 実施した改修工事内容 

 

 

２ 工 事 着 手 日  令和  年  月  日 

３ 工 事 完 了 日 令和  年  月  日 

４ 助成対象経費精算額                円 

５ 助成金交付決定通知額                円 

６ 添 付 書 類 

□改修工事に係る契約書又は注文請書及び内訳書の写し 

□施工業者の請求書及び領収書の写し（施工業者の印のあるもの） 

□施工前の状況と対比可能な施工中及び完了後の写真 

□要綱第８第２項に定める書類（申請時に未提出の書類） 

□その他市長が必要と認める書類 



 

第７号様式（第１０関係） 

 

まち発第   号  

令和 年 月 日  

  

 

 様 

  

               甲府市長 樋 口 雄 一 

 

 

空き家改修助成金額確定通知書 

令和 年 月 日付けで報告のありました空き家改修助成金実績報告書に基づき、次のとおり助成

金の額を確定しましたので、甲府市空き家改修助成金交付要綱第１０第３項の規定により通知します。 

 

 

１ 助成金の交付決定通知額                     円 

２ 助成対象経費の精算額                      円 

３ 助成金の交付確定金額                    円 

 

 

 

 



 

第８号様式（第１２関係） 

 

まち発第   号 

   令和 年 月 日 

  

          様 

  

            甲府市長 樋 口 雄 一 

 

 

 

空き家改修助成金取消通知書 

     年  月  日付けまち発第    号により助成金の交付を決定した件について、

次の理由により取り消すことと決定したので、甲府市空き家改修助成金交付要綱第１２第１項の

規定により通知します。 

 

 

 取消しの理由 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


